
 

次世代育成法に基づく一般事業主行動計画  

 

  【計画期間】 令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで  

 

社員の仕事と家庭の両立（ワークライフバランスの実現）に向け、安心して長く  

働けるよう、次のように行動計画を策定する。  

 

 【内 容】  

目標１ 

育児休業の取得状況を次の水準以上にする 

・男性社員：計画期間内に育児休業等及び企業独自の育児を目的とした休

暇制度を利用した者の割合が５０％以上かつ育児休業等を取得した者が

１人以上 

・女性社員：計画期間内に出産した者のうち育児休業を取得した者の割合

が７５％以上 

  〈対策〉実施期間：令和７年４月１日～ 

・育児休暇制度取得を予定している社員及び上司へ制度のリーフレットを配布する 

・育児休業中や復職前のサポート支援を実施する 

・育児休業等制度や休業中の給付金補助等の周知を行い、育児休業取得を推進する 

・男性社員目線に特化したリーフレットを作成し、男性社員の育児休業等取得率、取得期

間延伸を促す 

 

目標２ ダイバーシティを推進し、社員が能力を発揮できる企業風土を醸成する 

〈対策〉実施期間：令和７年４月１日～ 

・ダイバーシティ理解促進のための研修、交流会等の実施を検討する 

 （アンコンシャスバイアス研修、キャリア研修、育休制度の理解促進、交流会など） 

 ・テレワーク制度などを活用した柔軟な働き方の環境の拡大を検討する 

 

目標３ 
・フルタイムの労働者の法定時間外・法定休日労働の平均が３０時間未満 

・月平均の法定時間外労働６０時間以上の労働者がいないこと 

〈対策〉実施期間：令和７年４月１日～ 

 ・労務管理の研修や時間外労働時間の情報発信等を実施し、法定時間外労働の削減に 

  取り組む 

 

目標４ 

・年次有給休暇取得率を７０％以上とする 

・ワーク・ライフ・バランスを意識した働き方を実現するための措置を実

施する 

〈対策〉実施期間：令和７年４月１日～ 

・年次有給休暇の取得状況を把握し、社員に向けて計画的な取得を促進する 

・特別休暇、その他の休暇について社内発信し、制度の理解・取得促進を行う 

・育児関連休暇の拡充等に向けた検討を行う 
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